旧福島県立喜多方東高等学校跡地利活用基本構想（案）に対する意見等の概要と市の考え方
	№
	意見等の内容
	市の考え方

	１
	民間
	市
	[bookmark: _GoBack]　当構想案の策定におきましては、市（庁内）による検討を経て、市民懇談会及び市内団体等懇談会を開催し、利活用についてのご提案やご意見等を踏まえるとともに、民間事業者との対話の場を設け、利活用の構想のご提案や民間活力の可能性などについて行ってまいりました。
さらに、有識者、市民・団体代表者等による利活用検討協議会を設置し、これまでの検討状況や市場調査の結果、市の財政状況や公共施設の現状などを基に検討・協議を行ってきております。
本構想の決定後は、基本計画の策定を予定しております。
ご提案いただきました内容は、具体的な整備内容となりますので、基本計画策定の中で、公民連携の事業手法の導入を基本としながら検討を行い、より良い跡地整備に繋げてまいります。

	
	なるべく、いろいろな事業者に入ってもらう
↓
・いろいろなものを少しずつ、いろいろあると、おもしろい
・組合をつくる（まとまり）
・宿泊しせつ（朝ラーの人たちのためにあるとよい）
・キッチンカー
	桜の管理
・市内の桜の名所の1つ
まちのえきの運営
・市＋市民＋市外の人もみんなでつくる
・交流、活動、いこいの場
・必要なもの
イス、テーブル、ソファー、簡単なキッチン、ごみ箱、本棚、水（サービス）、でんわ（高齢者の人がタクシーをよんだりするかも・・・など）
・キッズコーナー
	

	
	図書コーナーをつくる　よまなくなった本などを持ちよってリサイクル
子ども食堂　大人も一緒に！
まちの保健室　健康そうだんなど　その他いろいろみんなでつくっていく
・建物は、ゆったりした広さのある３階だて１つ、市は１階のみ、民間は１階～３階
・住宅地への日当たり等の問題をさけるため、東側に建てる
・ユニバーサルデザイン、バリアフリー
・駐車場、屋上→災害時のひなん場所
・広場→イベント会場にもなる
・自転車おきば
	



